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伐木作業の安全（チェーンソー）
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伐倒前に伐倒方向の反対側の木の陰などの退避場所及び退避ルートを選定させるこ
と。
かん木、枝条、ササ、つる、浮石等で、伐倒の際その他作業中に危険を生ずるおそれ
のあるものを取り除くこと。
伐倒しようとする立木の胸高直径が20センチメートル以上であるときは、伐根直径の４
分の１以上の深さの受け口を作り、かつ、適当な深さの追い口を作ること。この場合に
おいて、技術的に困難である場合を除き、伐根直径の10分の１程度となるように、つる
を確保すること。
伐木等作業において、伐倒者は下肢の切創防止用保護衣を着用すること。

引用：厚生労働省 チェーンソーによる伐木等作業の安全に関するガイドライン
林業・木材製造業労働災害防止協会 防護衣を着よう！

作業の安全のために

・ 草刈り、雑木伐採、車両機械操作中の事故。

・ 保険に加入する。

・ 現地の下見、打合せ、緊急連絡先の確認。

・ 工事の直営施工はヘルメット着用のこと。
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多面的活動中の事故が発生した場合

優先すべき処置が完了しましたら、
速やかに一報、市町村担当者へ連絡



•1５0件の事故が報告

•保険未加入の事故が４件あった
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令和４年度 事故の発生状況

※出典:多面的機能支払交付金共同活動の安全のしおり(農林水産省)
調査期間（令和4年4月～令和5年2月）

【全国】多面的活動：事故発生状況（１）
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◇発生場所別
事故発生割合

◇活動項目別
事故発生割合

令和４年度

水路
53%

農用地
13%

19%

ため池
7%

その他
8%

草刈
68%伐木

8%

泥上げ
6%

施設補修・更新
7%

その他 11%



【全国】多面的活動：事故発生状況（２）
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◇事故原因別
事故発生割合

◇被災状況別
事故発生割合

令和４年度

転倒・転落
45%

草刈機等接触
22%

倒木
1%

熱中症
3%

虫刺され
9%

車両

事故
1%

その他 19%

骨折
23%

創傷
35%

死亡
2%

靭帯・腱損傷
7%

打撲
12%

切断
1%

熱中症
3%

虫刺され
9%

物損事故
3% その他 5%
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重大事故（1）

農道

草刈者

被災者

草刈者

草刈者
草刈者

草刈者

水路

補助者
・活動項目：水路の草刈り
・作業内容：水路周りの草刈り作業
・事故概要：7人で水路の草刈作業中、本人の操作の誤りにより、草刈機が

左膝の裏に接触。
・被災状況：死亡（失血死）
・発生原因：防護服やヘルメットの非着用。危険箇所の確認や周囲の声かけ不足。
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重大事故（2）

・活動項目：ため池の草刈り
・作業内容：ため池の草刈り作業
・事故概要：14人でため池の草刈作業中、１人が誤ってため池に転落。その後、

救助を試みたもう1人も誤ってため池に転落。
・被災状況：死亡（溺死）※2人とも
・発生原因：安全な作業方法の周知不足。危険箇所の確認や周囲の声かけ不足。
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重大事故（3）

耕
作
道
路

２ｔダンプ ホイールローダー

停止中 後退

スコップで砂利敷き作業
中に挟まれた

砂利

・活動項目：路面の維持
・作業内容：砂利敷き作業
・事故概要：スコップでの砂利撒き出し作業中、後退してきた小型特殊自動車ホイー

ルローダーと停止中の２ｔダンプトラックとの間に挟まれた。
・被災状況：死亡（内臓損傷）
・発生原因：安全な作業方法の周知不足。組織内での安全管理に係る取り決めの周知

不足。



共同活動の安全のしおり

共同活動前に安全確認を行い、事故の発生を防止しましょう
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農作業等の安全対策の留意点等を詳細に解説
した「農作業安全のための指針」や事故防止
の取組事例等の農作業安全に関する情報は、
農林水産省のホームページでご覧になれます。

農林水産省HP→


